
                     

学
校
で
友
達
に
会
う
の
が
楽
し
み
で

ラ
ン
ド
セ
ル
を
忘
れ
た
こ
と
も

っ
て
き
ま
し
た
。
近
く
の

銭
湯
で
よ
く
怒
ら
れ
た

り
、
家
に
近
所
の
友
達
が

み
ん
な
集
ま
っ
て
き
た

り
。
あ
そ
こ
の
家
の
夕
食

は
何
時
ご
ろ
、
と
い
う
の

も
み
ん
な
分
か
っ
て
い

て
。〝
自
分
が
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
〞
と
い
う
の
を

み
ん
な
で
共
有
し
な
が
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

守
っ
て
い
く
、
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
し
た
。

　
思
い
出
の
場
所
と
い
え

ば
多
摩
川
河
川
敷
。
晴
れ

た
ら
父
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
、
日
が
暮
れ
て
も
「
ま

だ
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
や

り
た
い
！
」
と
お
願
い
し

て
。
土
手
を
一
緒
に
走
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
父
は
笑
顔
で
ず
っ
と
遊
び
に

付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
あ
り
の
ま
ま
の
背
伸
び
を
し
な
く
て

い
い
、
自
分
が
帰
る
場
所
　

　
今
は
休
み
な
い
の
で
難
し
い
で
す

が
、
休
日
に
誰
か
と
会
う
と
し
た
ら
地

元
の
友
達
で
す
。
生
ま
れ
た
病
院
も
小

学
校
も
中
学
校
も
一
緒
。
そ
の
友
達
と

今
で
も
ず
ー
っ
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
僕
は
墓
に
入
る
ま
で
川
崎
っ
子
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
の
背
伸
び
を

し
な
く
て
い
い
、
自
分
が
帰

る
場
所
。
好
き
で
す
、
川
崎
。

愛
の
街
、
で
す
！

■
給
食
は
誰
か
と
一
緒
に
食

べ
る
初
め
て
の
会
食

　『
お
い
し
い
給
食
』
シ
リ

ー
ズ
の
撮
影
中
に
多
く
の
給

食
を
食
べ
た
の
で
す
が
、
揚

げ
パ
ン
が
お
い
し
か
っ
た
で

す
ね
。
小
学
校
の
と
き
も
揚
げ
パ
ン
が

大
好
き
で
し
た
。
外
食
で
も
家
で
も
出

て
こ
な
い
、
給
食
の
時
間
し
か
味
わ
え

な
い
特
別
感
が
あ
る
の
で
。

　
義
務
教
育
の
中
で
、
給
食
の
時
間
は

全
て
を
さ
ら
け
出
し
、
裸
の
心
で
い
ら

れ
る
唯
一
の
時
間
。
誰
か
と
一
緒
に
食

べ
る
、
初
め
て
の
会
食
な
ん
で
す
。

　
牛
乳
が
そ
こ
ま
で
好
き
で
も
な
い
の

に
牛
乳
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
た
り
、
そ
ん

な
に
お
な
か
が
空
い
て
い
な
い
の
に
、

早
く
食
べ
て
お
代
わ
り
し
た
り
。
給
食

を
通
し
て
友
達
と
通
じ
合
っ
た
り
、
楽

し
ん
だ
り
し
て
い
る
時
間
を
過
ご
す
の

が
す
ご
く
好
き
で
し
た
。

■
中
学
校
が
給
食
に
な
っ
て
う
ら
や
ま

し
い
！

　
川
崎
市
立
の
中
学
校
が
給
食
に
な
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
で

す
！
　
保
護
者
の
方
も
お
弁
当
を
作
る

手
間
が
な
く
な
り
助
か
り
ま
す
ね
。

　『
お
い
し
い
給
食
』
の
舞
台
は

１
９
８
０
年
代
で
す
。
そ
の
時
代
の
古

き
良
き
心
と
い
い
ま
す
か
そ
う
い
う
人

間
臭
さ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
か
け

て
い
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
改
め

て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
作
品
で
も
あ
り

ま
す
。
僕
が
川
崎
で
培
っ
た
人
と
の
距

離
感
や
人
間
愛
も
含
め
て
作
品
に
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
ん
で

ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

■
早
く
明
日
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
思

う
ほ
ど
小
学
校
が
大
好
き
だ
っ
た

　
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
み
た
い
な
常
に
好
奇

心
と
冒
険
心
に
溢
れ
て
い
る
子
ど
も
で

し
た
。
小
学
校
が
大
好
き
で
、
早
く
明

日
に
な
っ
て
ほ
し
い
、と
思
う
く
ら
い
。

　
登
校
す
る
時
は
毎
日
、
こ
こ
で
犬
に

〝
ヨ
シ
ヨ
シ
〞を
し
て
、友
達
と
会
っ
て
、

石
蹴
り
を
し
て
、
こ
こ
の
角
で
い
つ
も

窓
が
開
い
て
い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
に
手
を

振
っ
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
の
時
計
を

見
て
ち
ょ
っ
と
早
か
っ
た
ら
公
園
で
遊

ん
で
行
く
…
、
と
い
う
ル
ー
テ
ィ
ン
が

あ
り
ま
し
た
。
と
に
か
く
学
校
で
友
達

に
会
う
の
が
楽
し
み
で
楽
し
み
で
、
ラ

ン
ド
セ
ル
を
忘
れ
た
こ
と
も
何
度
か
あ

り
ま
す
。
ア
ニ
メ
み
た
い
で
す
よ
ね
。
　

　
帰
り
は
、
隠
し
て
残
し
て
お
い
た
給

食
の
パ
ン
を
犬
に
あ
げ
る
ん
で
す
。
今

思
え
ば
あ
ま
り
良
く
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
。
家
に
帰
る
と
玄
関
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
バ
ー
ン
と
投
げ
て「
た
だ
い
ま
」

と
言
い
、
１
秒
後
に
は
「
遊
び
に
行
っ

て
き
ま
す
！
」。
そ
ん
な
少
年
で
し
た
。

　
２
歳
か
ら
器
械
体
操
と
水
泳
を
し
て

い
た
の
で
、
体
育
の
時
間
は
「
ま
ず
市

原
君
、そ
こ
で
逆
立
ち
し
て
み
て
」「
逆

上
が
り
し
て
」「
バ
ク
転
し
て
み
て
」

と
先
生
に
言
わ
れ
て
、
い
つ
も
み
ん
な

の
手
本
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

■
父
親
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
楽

し
ん
だ
多
摩
川
河
川
敷

　
地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
ず
っ
と
育

かわさき
ツナガリ
市内の学校に
通った著名人が
思い出を語る

完全版は
QRコードで

1987 年生まれ。連続ドラマ『WATER　BOYS 2』や『ROOKIES』など
で人気を博す。現在 NHK で放送中のドラマ『正直不動産』では桐山
貴久役、大河ドラマ『鎌倉殿の 13 人』では八田知家役として出演。

俳優  市原隼人さん
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中原区上平間183
　 ０４４（５１１）３８０５
　  午前９時〜午後７時　水曜定休
Tel

サポーターからの
応援メッセージ

フロンターレを通して
商店街の活性化に力を

入れています。
フロンターレブルーの

アジサイも販売しています。

花 重

石井雄介さん
（平間銀座商店街理事長）

川崎フロンターレ選手に届け!

                     

                     

　
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
は
、
神
奈

川
県
の
特
産
物
を
使
っ
た
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
を
、
１
階
ペ
ス
ト
リ
ー

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　「
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
」
＝
写
真
＝
は
、
か
な
が

わ
ブ
ラ
ン
ド
登
録
の
柑か

ん

橘き
つ

「
湘
南

県
産
品
を
使
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
２
種                    

                   

川
崎
日
航
ホ
テ
ル
で
販
売
中

湘南ゴールドのパウンドケーキ

ゴ
ー
ル
ド
」
の
特
徴
で
あ
る
、
ジ

ュ
ー
シ
ー
で
上
品
な
甘
さ
と
さ
わ

や
か
な
香
り
を
最
大
限
に
楽
し
め

る
よ
う
に
仕
上
げ
た
パ
テ
ィ
シ
エ

自
慢
の
商
品
で
す
。

　「
湘
南
潮
彩
レ
モ
ン
の
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
」
は
、
県
西
地
域
産
の

「
湘
南
潮
彩
レ
モ
ン
」
を
使
用
。

甘
す
ぎ
ず
さ
わ
や
か
な
レ
モ
ン
の

香
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
１
本
２
４
０
０
円
で

サ
イ
ズ
は
横
約
５
㌢
×
縦

㌢
×

高
さ
３
・
５
㌢
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　 

０
４
４
（
２
０
０
）
７
５
７
５

ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

　 

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

Tel

ショッピング

                     

　

ミ
ュ
ー
ザ
の
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
、
午
後
２
時
開
演
の
「
ウ

ェ
ル
カ
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
も

音
楽
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い

と
、〝
ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ッ
ク
〞
＝
体
感

音
響
シ
ス
テ
ム
／
協
力
：
パ
イ
オ

ニ
ア（
株
）＝
の
座
席
を
用
意
。
川

崎
市
内
の
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方

10
人
を
無
料
招
待
し
ま
す
（
付
き

添
い
は
１
人
ま
で
無
料
／
手
話
通

訳
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
字
幕
あ
り
）。

　
座
席
は
、
振
動
装
置
が
組
み
込

ま
れ
た
ポ
ー
チ
と
ザ
ブ
ト
ン
ク
ッ

シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
重
低
音
振
動
を
直

接
体
に
伝
え
る
こ
と
で
、
音
楽
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
仕
組
み
。

　
ポ
ー
チ
を
手
、
お
な
か
、
胸
、

足
な
ど
好
き
な
場
所
に
当
て
る
と

指
先
か
ら
も
細
か
い
振
動
が
分
か

り
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
磁
気
ル

ー
プ
（
貸
し
出
し
あ
り
）
を
あ
わ

せ
て
使
え
ば
、
音
を
よ
り
体
感
で

き
ま
す
。

　
補
聴
器
を
使
っ
て
い
る
方
や
、

中
途
失
聴
の
方
も
音
楽
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
右
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
「
ボ
デ
ィ
ソ
ニ
ッ
ク
申
込

書
」
を
印
刷
。
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
６
月
15
日（
水
）

ま
で
。

ミューザ川崎シンフォニーホール
☎ 044（５２０）０２００
（午前10時～午後６時）

7 月 1 日（金）は コンサート、イベント楽しもう

聴こえにくくても体で聴ける
ボディソニックの座席
に10人を招待

ザブトンクッションとポーチ
が振動を体に伝える

                     

女性限定ワンコイン健康講座
日本カイロプラクティック連合会

　「
日
本
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
連
合
会
」
は
、女
性
限
定
の
「
ワ

ン
コ
イ
ン
健
康
講
座
」
を
開
催
。

　
骨
盤
の
ゆ
が
み
か
ら
左
右
の
脚

の
長
さ
に
少
し
違
い
が
出
た
り
、

体
の
不
調
を
抱
え
た
り
す
る
こ
と

も
。
硬
く
な
っ
た
り
ゆ
が
ん
だ
り

し
た
体
を
整
え
る
こ
と
は
大
事
で

す
。
体
験
会
で
は
家
庭
で
体
を
改

善
す
る
方
法
も
教
え
て
も
ら
え
ま

す
。受
講
料
５
０
０
円
。要
予
約
。
　

　 

０
７
０(

３
３
５
２)

２
３
２
３

プ
レ
シ
ャ
ス
モ
ー
メ
ン
ト
　
外
川
さ
ん

　 

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
　
　

Tel
正常な骨格に

６／６（月）
①午前１０時〜正午
②午後２時〜４時
川崎市産業振興会館
（幸区堀川町66の20）
10階第３会議室
マスク、タオル、筆記用具
を持参して参加

健 康

                     

                     

                     



                     

                     

                     

　
川
崎
市
で
は
毎
月
１
〜
２
回
、

木
曜
日
に
「
呼
吸
器
健
康
相
談
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
先
着
６
人

ま
で
。
要
事
前
予
約
。

　「
息
を
す
る
と
、胸
が
ゼ
ー
ゼ
ー

し
て
呼
吸
が
苦
し
い
」「
風
邪
で

６
月
２
日
、16
日「
呼
吸
器
の
無
料
健
康
相
談
」

               

川
崎・横
浜
公
害
保
健
セ
ン
タ
ー

も
な
い
の
に
せ
き
や
た
ん
が
長
引

く
」
な
ど
。
こ
う
し
た
川
崎
市
民

を
対
象
に
医
師
の
診
察
や
保
健
師

ら
に
よ
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
、
必
要
に
応
じ
て
胸
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
６
月
２
日
（
木
）、

16
日
（
木
）
午
後
に
川
崎
・
横
浜

公
害
保
健
セ
ン
タ
ー
（
川
崎
区
日

進
町

）
で
開
催
し
ま
す
。
予
約

は
前
々
日
の
正
午
ま
で
。
電
話
な

ど
で
受
け
付
け
ま
す
。
　

　 

０
４
４(

２
１
１)

０
３
１
１

川
崎
・
横
浜
公
害
保
健
セ
ン
タ
ー

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

   

０
４
４(

２
１
１)

０
３
１
２

Tel

暮らし

Fax

東海道線・京浜東北線

京浜急行線

浜
川
崎
線

市
役
所
通
り

新
川
通
り

小川本町通り

銀柳街

国道 1 5 号（第一京浜）

JR川崎

八丁畷 京急川崎

バス停
川崎小学校前
バス停
川崎小学校前

川崎警察署川崎警察署

川崎・横浜
公害保健センター

公園
バス利用の場合

川崎駅より
川28系統　京町循環
「川崎小学校前」下車

文

ヨドバシカメラヨドバシカメラ

ルフロンルフロン太田総合病院太田総合病院

トヨタカローラトヨタカローラ

チネチッタチネチッタ

                     

　
川
崎
市
で
は
、
就
職
に
つ
な
が

る
ス
キ
ル
習
得
と
就
職
活
動
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
講
座
」
の
受
講
生
を
６
月

日

（
木
）
ま
で
募
集
中
（
申
し
込
み

状
況
に
よ
っ
て
は
早
期
受
け
付
け

終
了
）。

　
講
座
は
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
事
務
・
総

合
職
の
３
コ
ー
ス
。
い
ず
れ
も
標

「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」受
講
生
募
集

    

申
し
込
み
は
６
月
30
日（
木
）ま
で

準
学
習
時
間
１
５
０
時
間
で
定
員


人
。
受
講
用
の
Ｐ
Ｃ
は
無
償

貸
与
さ
れ
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代

３
０
０
０
円
と
通
信
料
は
原
則
、

自
己
負
担
）。

　
対
象
要
件
は
①
川
崎
市
内
在
住

②
離
職
中
ま
た
は
非
正
規
雇
用

（
会
社
都
合
な
ど
に
よ
る
離
職
予

定
の
人
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

申
し
込
み
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談

に
よ
る
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
。問
い
合
わ
せ
は
、左
記
へ
。

　 

０
５
０(

３
１
３
４)

５
０
８
１

事
務
局
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

　 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
を
除
く
）

Tel

受
講
生
募
集
の
チ
ラ
シ
よ
り

学 び

                     

映画「エリザベス　女王
陛下の微笑み」に招待

　
今
年
２
月
に
在
位
70
周
年
を
迎

え
た
英
国
君
主
エ
リ
ザ
ベ
ス
２

世
。
95
年
の
歩
み
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
紹
介
し
ま
す
。
ビ
ー
ト
ル

ズ
、
エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
、
ダ
ニ

エ
ル
・
ク
レ
イ
グ
、
ロ
ー
ワ
ン
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
な
ど
、
著
名
な
セ

レ
ブ
リ
テ
ィ
た
ち
も
多
数
登
場
。

　

監
督　

ロ
ジ
ャ
ー
・
ミ
ッ
シ
ェ

ル　
ム
ビ
チ
ケ
を
抽
選
で
10
組
20
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応
募
は
上
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

プレゼント

６月 17 日（金）、ＴＯＨＯ
シネマズ シャンテ、Ｂｕｎ
ｋａｍｕｒａ ル・シネマほ
か全国公開 !© Elizabeth 
Productions Limited 2021

Tel

                     

　
昨
年
４
月
に
離
婚
届
の
書
式
が

改
訂
さ
れ
ま
し
た
。
養
育
費
分
担

の
取
り
決
め
の
有
無
を
尋
ね
る

チ
ェ
ッ
ク
欄
に
、
取
り
決
め
方
法

に
つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
追
加

に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

公
正
証
書
か
そ
れ
以
外
の
取
り
決

め
か
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
で
す
。

公
正
証
書
に
よ
る
養
育
費
分
担
取
り
決
め
項

目
が
追
加
　
　
　
島
崎
行
政
書
士
事
務
所

親子２代で事務所を経営
（写真は同事務所提供）

　
こ
れ
は
養
育
費
の
不
払
い
を
防

ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。
公
正
証
書

を
作
る
こ
と
で
、
も
し
不
払
い
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
に
、
強
制
執
行

が
容
易
に
で
き
ま
す
。

　
地
元
で
数
十
年
の
実
績
の
あ
る

島
崎
行
政
書
士
事
務
所（
川
崎
区
）

は
、
公
正
証
書
作
成
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。「
お
互
い
に

納
得
し
て
書
面
で
残
す
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
の
成
長
を
守
る
こ
と

に
な
り
ま
す
」
と
島
崎
翔
太
さ
ん

（
31
）。

　
少
し
で
も
気
に
な
る
人
は
気
軽

に
相
談
を
。
市
内
は
無
料
出
張
。

川
崎
区
四
谷
上
町
16
の
21

　 

０
４
４(

２
７
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３
０
０
７

暮らし
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介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
…

【
社
会
福
祉
法
人 

馬
島
福
祉
会
】

川
崎
区
日
ノ
出
２
の
７
の
１

介
護
老
人
福
祉
施
設
「
大
師
の
里
」
内

☎
０
４
４
（
２
８
０
）
０
７
１
７

　
馬
島
福
祉
会
法
人
本
部
の
卜う

ら

部べ

直
樹
で
す
。

　
当
会
は
１
９
７
７
年
６
月
３
日
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
７
９
年
に
川
崎
市
で
一
番
古
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恒
春
園
」（
川
崎
区

小
川
町
）
を
開
設
。
そ
の
後
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
大
師
の
里
」（
川
崎
区
日
ノ
出
）、
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
「
縁
」（
川
崎
区
中
島
）、

「
奏
」（
幸
区
小
向
仲
野
町
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
４
つ
の
事
業

所
に
は
介
護
老

人
福
祉
施
設
・

短
期
入
所
施
設

（
恒
春
園
・
大

師
の
里
）、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
縁
・
奏
）、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
（
奏
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
恒
春
園
・

大
師
の
里
・
縁
・
奏
）
が
あ
り
、
ご
利
用
者
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
各
施
設
に
は
ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
も
併
設
。
ケ

ア
マ
ネ
は
、
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
ご
利
用
者
も
家
族
も
安
心
し
て
生

活
で
き
る
か
を
考
え
て
、
ご
利
用
者
に
提
案
し

て
い
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連
携
も

し
っ
か
り
取
れ
て
お
り
、
ご
利
用
者
の
今
後
の

こ
と
を
共
に
考
え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ご
利
用
者
が
喜
び
や
生
き
が
い
を
感

じ
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
歳
を
重
ね

ら
れ
る
環
境
・
社
会
・
地
域
・
施
設
づ
く
り
に

貢
献
い
た
し
ま
す
。

卜部直樹さん

                     

TODAY読者が選ぶ 「グルメランキング企画」

投稿大募集！！

おいしいお店

おすすめのお店

教えてください

採用された人の中から抽選で３人に

QUOカード500円分をプレゼント!!
詳しくは
こちら！

第２回のテーマは「カレー」

                     

　
Ａ
　「
将
来
お
墓
を
継
ぐ
人
が
い
な
い
」
と

い
う
場
合
、
弊
社
で
は
①
海
洋
散
骨
②
永
代
供

養
付
き
納
骨
堂
③
合ご

う

祀し

墓
を
提
案
し
ま
す
。

　
①
は
お
墓
を
持
た
な
い
と
い
う
選
択
で
す
。

遺
骨
を
粉
末
状
に
し
て
海
に
返
す
自
然
葬
の
一

つ
で
、
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
故
人
を
偲し

の

ぶ
際
の
「
よ
す
が
」
を
残
す
た
め
、
手
元
で
少

定
期
間
が
過
ぎ
る
と
合
祀
し
、
永
代
供
養
さ
れ

ま
す
。
納
骨
堂
の
区
画
で
納
骨
可
能
な
人
数
が

異
な
る
の
で
必
要
な
人
数
分
の
納
骨
が
で
き
る

か
を
確
認
し
た
上
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
③
は
、遺
骨
を
ほ
か
の
方
と
一
緒
に
埋
葬
し
、

永
代
供
養
し
て
も
ら
う
お
墓
で
す
。
一
度
納
骨

を
し
て
し
ま
う
と
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
納
骨
堂
に
比
べ
る
と
、
費
用
は
抑
え
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
祖
供
養
の
方
法
を
見
直
し
、
墓
石
を
取
り

払
っ
て
整
備
し
、
お
寺
や
霊
園
に
返
還
す
る

〝
墓
じ
ま
い
〟
も
増
え
て
い
ま
す
。
費
用
は
利
用

者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
墓
石
店
な

ど
に
目
安
を
尋
ね
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｑ
　
夫
婦
２
人
で
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

お
墓
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

量
の
遺
骨
を
守
る

手
元
供
養
も
併
せ

て
行
う
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
②
は
個
別
の
墓

石
を
設
け
な
い
形

で
、
納
骨
後
、
一

水
田
明
彦
１
級
葬
祭

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「
家
族
葬
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
」

厚
生
労
働
省
認
定

１
級
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
水
田
明
彦

川
崎
区
田
島
町

の
９

☎
０
４
４
（
３
６
６
）
０
５
２
５

                     

　
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
は
６
月
18

日
（
土
）、等
々
力
緑
地
（
中
原
区
）

で
26
（
フ
ロ
）
周
年
特
別
記
念
行

事
と
し
て
北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
の

深
夜
番
組「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」

と
共
同
で
、〝
札
幌
戦
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
イ
ベ
ン
ト
「
第
１
回
か
わ
さ

き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
ン
ド
」「
水
曜
ど
う

で
し
ょ
う
軍
団
、襲
来
⁉
」（
Ｓ3

Ｕ

Ｉ
Ｙ
Ｏ 

Ｄ3

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ3

Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｎ 

ｓ3

Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
⁉

）〟

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
が
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
開
催

中村憲剛さん

を
開
催
し
ま
す
。

　
競
技
場
の
外
で
も
、
誰
で
も
楽

し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
出

る
ほ
か
、
無
料
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
。

①
午
後
４
時
15
分
～
５
時

　「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
」
で
お

な
じ
み
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
藤
村

忠
寿
さ
ん
、
嬉
野
雅
道
さ
ん
に
よ

る
、「
水
曜
ど
う
で
し
ょ
う
裏
話
」。

②
５
時
15
分
～
６
時

　
中
村
憲
剛
さ
ん
×
タ
レ
ン
ト
の

鈴
井
貴
之
さ
ん
。
司
会
は
中
西
哲

生
さ
ん
で
す
。

※
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
新

情
報
は
Ｈ
Ｐ
で

イベント

                     

「
司
法
書
士
小
山
事
務
所
」

司
法
書
士
・
小
山
明
子

川
崎
区
宮
前
町
８
の


☎
０
４
４
（
２
１
１
）
２
８
１
１

　
Ａ
　
昨
年
公
布
さ
れ
た
改
正
不
動
産
登
記
法

で
は
、「
相
続
登
記
の
義
務
化
」
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の
「
所
有
権
を
取
得
し
た
者

が
そ
の
権
利
を
守

る
た
め
に
登
記
申

請
を
す
る
」
と
い

う
相
続
登
記
が
、

「
自
分
が
関
係
す

る
相
続
の
開
始
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
か
つ
、
当
該
不
動
産
を

取
得
し
た
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

義
務
の
あ
る
登
記
と
な
っ
た
の
で
す
。
法
改
正

前
の
相
続
も
例
外
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
正
当
な

理
由
な
く
３
年
以
内
の
登
記
申
請
を
し
な
か
っ

た
場
合
は

万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
」
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
施
行
は
２
０
２
４
年
４
月
１

日
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
方
も
、
お
父

さ
ま
が
亡
く
な
り
、
そ
の
相
続
財
産
と
し
て
自

宅
以
外
に
北
海
道
の
土
地
が
あ
る
と
知
っ
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
登
記
申
請
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
施
行
ま
で
は
時
間
が
あ
る
の
で
、
２
人
で

話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
Ｑ
　
相
続
登
記
が
義
務
に
な
り
、
登
記
し

な
い
と
罰
金
が
か
か
る
、
と
聞
き
ま
し
た
。

父
が
北
海
道
に
あ
る
原
野
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
税
金
も
か
か
ら
な
い
か
ら
と
父
の
死

後

年
近
く
放
っ
た
ま
ま
で
す
。
昔
の
こ
と

な
の
で
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
相
続
人
は
息

子
２
人
（
兄
と
私
）
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
こ

の
原
野
は
欲
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

小
山
明
子
司
法
書
士

                     



                     

                     

                     

住所▶ 川崎区駅前本町２１の１
　　　京急川崎駅４番線・５番線ホーム
店舗営業時間▶午前11時～午後1時、
　　　　　　午後３時～８時
　　　　　　※日曜、祝日は午前11時～午後６時
定休日▶なし
【自動販売機・設置場所】
おつけもの慶  京急川崎駅ホーム店に併設

住所▶ 川崎区駅小川町１４の１３
電話▶☎０４４（２２２）００１６
店舗営業時間▶午前１１時３０分～午後１１時
定休日▶なし
【自動販売機・設置場所】
新川通沿い（セブンエス横）

住所▶ 高津区久末４０２
電話▶☎０４４（７８８）５７５７
店舗営業時間▶午前１１時３０分～
　　　　　　午後２時３０分、
　　　　　　午後６時～９時
定休日▶月・火曜
【自動販売機・設置場所】
店舗入り口の左手

住所▶ 川崎区駅前本町３の４　2階
電話▶☎０４４（２４５）２９４１
店舗営業時間▶午前１１時～午後３時、
　　　　　　午後５時～１０時
　　　　　　※土・日曜は午前１１時～午後１０時
定休日▶なし
【自動販売機・設置場所】
ドトール川崎銀柳街店横

店舗情報店舗情報

店舗情報 店舗情報

　昨年７月、京急川崎駅のホームに
登場したのは、川崎区のキムチ専門
店「おつけもの慶」の自動販売機。
専用ボトルに入ったキムチを、始発
から終電までの間、気軽に購入でき
ます。一番人気は「王道の白菜キム
チ」（小ボトル＝２００㌘・６００円）。

　１９６１年創業の「炭火焼肉　食
道園」では、今年２月、新川通沿い
に冷凍自動販売機を設置しました。
お薦めは、大きめの肉が入った名物
のカルビスープ「バラ汁」（４００
㌘・９００円）。辛さの中にもコク
とうま味が感じられる逸品です。

　昨年７月、日本初となる「冷凍ピッツァ
自動販売機」を設置したのは、高津区の
「ピッツェリア　ロベルティーノ」です。
一押しは、「ピッツァ　マルゲリータ」
（８００円）。生地はサクッと香ばしく、
もっちりとした食感も楽しめます。

　「焼肉＆ＢＡＲ　十炭」では、昨年１１
月から冷凍自動販売機を設置していま
す。タレに漬け込んだ肉を急速冷凍。小
分けされ、バーベキュー用食材にも最適
です。一番人気は、「タレ漬け牛ハラミ」
（タレ込みで２００㌘・１５００円）。

おつけもの慶
京急川崎駅ホーム店

ピッツェリア
ロベルティーノ

焼肉＆ＢＡＲ
十炭（じったん）

炭火焼肉 食道園

プロジェクトマネージャーの
伊藤泰介さんホールスタッフの鈴木一四さん

代表の安齋聡さん マネージャーの盛川剛さん

王道の
白菜キムチ

カルビスープ

バラ汁

ピッツァ
マルゲリータ

タレ漬け
牛ハラミ

非接触で並ばずに
購入できます。

こんなときだからこそ
キムチを食べて

元気に！

バラ汁は、ふるさと納税の
返礼品としても人気です。

お好みでネギやニラ、
うどんなどを入れてどうぞ

    温めたフライパンで
    中～強火で焼いて

ください。何度もひっくり 
   返さず、うま味を

    逃さないよう焼くのが
   コツですよ ！

完全に
解凍させたら

アルミホイルを敷いた
フライパンで焼くだけ。

トマトソースが
グツグツと踊りだしたら

食べ頃です

　お金を投入してタッチすると出てくるのは、焼き肉用の肉や
ピザ、キムチなど…。お店の味を自宅で楽しんでもらおうと、
川崎市内に一風変わった自動販売機が増えてきています。 増えてます!!

おもしろ自販機
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

※料理の写真はいずれも調理または盛り付けのイメージです



                     

                     

                     

平間小５
年生が

　
総
合
的
な
学
習
の
一
環
で
、
多
摩
川
の
状
態
を
調

べ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
環
境
問
題
に
関
心
が
持
て
る
よ
う

に
と
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
川
崎
在

住
で
多
摩
川
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
俳
優
の
中

本
賢
さ
ん
、
「
カ
ワ
ス
イ
　
川
崎
水
族
館
」
の
飼
育

員
ら
も
講
師
と
し
て
参
加
。
児
童
は
思
い
思
い
に
タ

モ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
を
持
ち
、
川
の
中
で
生
き
物
を
観

察
し
ま
し
た
。

　
２
日
前
に
中
本
さ
ん
が
同
校
で
多
摩
川
に
つ
い
て

講
演
を
し
て
い
た
の
で
、
「
こ
れ
賢
さ
ん
が
言
っ

て
た
〇
〇
じ
ゃ
な
い
？
」
と
話
す
グ
ル
ー
プ
や
、

生
き
物
を
中
本
さ
ん
に
見
せ
な
が
ら
「
賢
さ

ん
、
こ
ん
な
魚
が
い
た
」
と
親
し
げ
に
話
し

掛
け
る
子
が
多
く
い
ま
し
た
。

　
カ
ニ
や
マ
ハ
ゼ
、
貝
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
が
見
つ
か
る
中
、
大
嶋
元
就
さ
ん

（
10
）
は
準
絶
滅
危
惧
種
の
カ
マ
ツ
カ
（
コ

イ
科
）
を
発
見
。
通
常
は
真
水
に
生
息

し
て
い
る
の
で
、
ガ
ス
橋
下
の
海
水
と

真
水
が
混
じ
る
汽
水
域
で
見
つ
か
る
の

は
珍
し
い
そ
う
。
「
ハ
ゼ
か
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
カ
マ
ツ
カ
と
分
か
り
び
っ
く

り
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
一
方
、
多
く
の
ゴ
ミ
も
。
木
田
珀
大

さ
ん
（
10
）
は
、
「
命
は
大
事
。
魚
が
ゴ
ミ

を
食
べ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
悲
し
い
。
魚

た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
」
と
表

情
を
曇
ら
せ
ま
し
た
。

　
約
１
時
間
の
観
察
で
、
11
種
、
２
５
１
匹
の
生
き

物
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
中
本
さ
ん
は
「
下
水
道
が
普
及
し
、
水
の
窒
素
や

リ
ン
を
取
り
除
く
高
度
処
理
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

多
摩
川
の
状
態
は
非
常

に
良
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
っ

と
良
く
な
る
。
多
摩

川
は
未
来
の
希
望
で

い
っ
ぱ
い
の
場
所
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　川崎市立平間小

学校（中原区）の５

年生約90人が５月

18日、多摩川にか

かる、大田区側の

ガス橋の下で、干

潟の生き物観察

「ガタガタ探検」

を行いました。

                     

                                          



                     

                     

                     

つくりかた

材料（大人４人分）

①白菜・ニンジン・ホウレンソウ
を食べやすい大きさに切る
②鍋にお湯を沸かし、ニンジン→
白菜→ホウレンソウの順でゆでる
③冷水に付け、野菜の水気を取る
④❸に納豆・しょうゆを加え、味
を調える
☆刻みのりを入れてもｇｏｏｄ！

　納豆が苦手でも野菜とあえると、
少し食べやすくなります。逆に青菜
が苦手でも納豆あえだと食べてくれ
る子が多いです。タンパク質やカル
シウムなど栄養的に優れた納豆と野
菜をしょうゆであえるだけ！　シン
プルですがおいしく食べられます。　

栄養ワンポイントメモ

納豆あえ

白菜　　　　　　　３００ｇ
ニンジン　　　　　　６０ｇ
ホウレンソウ　　　　６０ｇ
ひきわり納豆　　　１パック
しょうゆ　　　　　小さじ１

ひかり幼稚園（川崎区・幸区）の
人気給食メニューを紹介

                     

特選

投句歓迎　当季雑詠３句以内（未発表のもの）。
はがきに住所、氏名（俳号）を明記して
〒 210-8557 東京新聞 TODAY 俳壇係（郵便番号と
宛先のみで届きます。住所不要）へお送りください。

藤 英樹 選

【
入
選
】

【
ひ
と
こ
と
】

【
選
者
の
一
句
】

　
深
々
と
葉
を
茂
ら
せ
る
桜
の
樹
下
を
、
銀
色
の
靴
を
履
い
た
人
が

軽
や
か
に
歩
い
て
い
る
。「
銀
色
」
の
斡
旋
が
見
事
だ
。

　
春
風
の
悪
戯
。
原
句
下
五
「
春
風
が
」
を
「
春
の
風
」
に
。

　
薫
風
に
遠
く
な
っ
た
故
郷
を
思
っ
た
。
切
な
さ
が
伝
わ
る
。

　「
白
木
蓮
」
の
花
を
「
グ
ウ
チ
ョ
キ
パ
ア
」
と
見
た
手
柄
。

　
生
真
面
目
な
人
な
の
だ
。
余
り
無
理
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
。

　
婆
と
赤
子
が
妙
。
原
句
「
春
長
け
る
」
は
「
春
闌
く
る
」。

　
親
方
も
蛸
の
や
う
な
り
蛸
茹
づ
る

　
春
の
陽
気
は
つ
い
眠
た
く
な
る
。
覚
め
れ
ば
さ
っ
ぱ
り
と
す
る
か

と
思
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
。
気
の
病
か
と
思
う
の
だ
。

　「
黄
八
丈
の
袖
の
傘
」
が
い
い
。
黄
色
地
に
鳶
色
の
格
子
柄
を
施

し
た
黄
八
丈
の
着
物
が
、
小
止
み
な
い
春
雨
に
映
え
る
。

　
気
が
置
け
な
い
友
達
に
で
も
旅
の
土
産
話
を
し
て
い
る
の
だ
。
一

息
つ
こ
う
と
淹
れ
た
新
茶
の
香
り
に
ま
た
旅
情
が
募
る
。

　
片
野
坂
さ
ん
は
ひ
孫
さ
ん
の
句
が
多
い
が
、
こ
れ
が
一
番
良
い
。

晩
春
の
ア
ン
ニ
ュ
イ
（
倦
怠
感
）
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

川
崎
区
　
市
川
良
枝

多
摩
区
　
青
池
エ
イ
子

幸
　
区
　
草
川
喜
正

幸
　
区
　
草
川
映
子

鶴
見
区
　
菅
原
和
代 

幸
　
区
　
島
田
八
重
子

鶴
見
区
　
中
村
新
治

川
崎
区
　
大
槻
光
子

中
原
区
　
高
橋
弘
光

幸
　
区
　
片
野
坂
禮
子

春
眠
の
覚
め
て
も
消
え
ぬ
気
の
病

葉
桜
に
銀
色
の
靴
軽
か
ら
む

染
め
し
髪
さ
ら
り
さ
ら
り
と
春
の
風

風
薫
る
故
郷
遠
く
な
り
に
け
り

一
斉
に
白
木
蓮
が
グ
ウ
チ
ョ
キ
パ
ア

永
き
日
や
腰
さ
す
り
つ
つ
草
む
し
り

婆
の
抱
く
赤
子
の
欠
伸
春
闌
く
る

　
私
も
師
か
ら
よ
く
注
意
さ
れ
る
の
だ
が
、
俳
句
は
バ

シ
ッ
と
決
ま
り
過
ぎ
る
と
ダ
メ
で
、
少
し
ズ
レ
て
破
れ
て
い
る
く
ら

い
が
い
い
。

春
雨
や
黄
八
丈
の
袖
の
傘

旅
話
続
き
新
茶
を
淹
れ
に
け
り

何
枚
も
絵
を
書
く
ひ
孫
春
深
く

                     

　
家
族
に
送
っ
た
は
ず
の

メ
ー
ル
が
、
ど
う
し
て
こ
ん

な
こ
と
に
！
　
そ
の
後
、
恥

を
か
い
た
り
、困
っ
た
り
…
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

《
家
族
あ
て
の
は
ず
が
…
》

●
「
お
や
つ
に
菓
子
パ
ン
食

べ
た
ら
、
久
し
ぶ
り
で
と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
。
だ
か

ら
夕
飯
は
軽
い
も
の
で
い

い
」
と
妻
に
メ
ー
ル
し
た
つ

も
り
が
職
場
の
同
僚
に
送
っ

て
し
ま
い
、翌
日
笑
わ
れ
た
。

（
麻
生
区
Ｈ
・
Ｓ
69
男
性
）

チ
ュ
キ
「
菓
子
パ
ン
と
い
う

の
が
か
わ
い
ら
し
い
ね
」

ス
ズ
美
「
私
な
ら
夕
飯
も

が
っ
つ
り
食
べ
る
よ
」

●
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
や
り
と

り
を
、
間
違
っ
て
娘
に
流
し

て
し
ま
い
、
そ
の
対
処
に
苦

慮
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
青
葉
区
Ｗ
・
Ｍ
67
男
性
）

チ
ュ
キ
「
ど
ん
な
対
処
を
し

た
の
か
気
に
な
り
ま
す
」　

●
先
日
、
家
内
へ
の
〝
帰
る

コ
ー
ル
〟
を
会
社
の
女
性
に

送
信
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

慌
て
て
、
誤
り
を
謝
り
、
削

除
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
幸

い
に
も
同
期
の
気
心
知
れ
た

相
手
で
し
た
の
で
事
な
き
を

得
ま
し
た
。
家
内
と
自
分
に

し
か
わ
か
ら
な
い
ふ
ざ
け
た

文
言
で
し
た
の
で
。
冷
や
汗

も
の
で
す
。

（
幸
区
Ｇ
・
Ｔ
66
男
性
）

チ
ュ
キ
「
こ
れ
は
、
ほ
ほ
笑

ま
し
く
感
じ
た
と
思
い
ま
す

よ
」

ス
ズ
美
「
ち
ょ
っ
と
う
っ
か

り
の
笑
い
話
だ
よ
ね
」

●
酔
っ
た
い
き
お
い
で
、
あ

る
女
性
に
ラ
ブ
メ
ー
ル
を
冗

談
で
送
っ
て
、
い
い
気
持
ち

に
。
朝
起
き
て
ス
マ
ホ
を
開

い
た
ら
、
な
ん
と
妻
あ
て
。

改
め
て
内
容
を
確
認
し
て
、

相
手
の
名
前
を
書
い
て
な
い

こ
と
に
、
安
心
し
ま
し
た
。

冷
や
汗
も
の
で
し
た
。

（
町
田
市
Ｉ
・
Ｙ
67
男
性
）

チ
ュ
キ
「
こ
れ
を
機
会
に
こ

う
い
う
こ
と
は
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
」

ス
ズ
美
「
バ
レ
て
ほ
し
か
っ

た
な
ぁ
〜
」

●
母
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
買
い
物

を
頼
ま
れ
「
マ
マ
！
　
こ
ん

に
ゃ
く
と
豆
腐
は
買
っ
た

よ
。
ほ
か
に
何
か
い
る
？
」

と
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
の
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
誤
送
信

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
か
ら
は
「
マ
マ

じ
ゃ
な
い
よ
ｗ
」
と
か
「
ア

イ
ス
お
ご
っ
て
く
れ
」
と
い

う
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
返
さ
れ
、
す

ご
く
恥
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。

（
幸
区
Ｓ
・
Ｙ
19
女
性
）

ス
ズ
美
「
い
い
ね
！
」

チ
ュ
キ
「
こ
れ
も
ま
た
青
春

の
１
ペ
ー
ジ
！
」

☆
お
し
ゃ
べ
り
ス
ズ
メ
☆

○
チ
ュ
キ
「
講
座
に
通
っ
て

私がやらかした誤送信

後編

い
る
時
、
講
師
陣
が

あ
ま
り
に
も
厳
し

く
、
他
の
受
講
生
に
宛
て
た

メ
ー
ル
に
『
だ
っ
た
ら
先
生

も
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
じ
ゃ

な
い
！
』
と
こ
ぼ
し
た
ら
、

講
師
陣
の
ア
ド
レ
ス
も
Ｃ
Ｃ

で
入
っ
て
お
り
ま
し
た
…
。

後
日
素
直
に
謝
っ
た
ら
『
何

の
こ
と
？
』
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
。

こ
の
顔
が
怖
か
っ
た
で
す

…
」

○
ス
ズ
美
「
取
引
先
に
書
類

を
添
付
せ
ず
メ
ー
ル

を
送
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
何
度
か
。
指
摘
さ
れ

る
ま
で
気
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
妹
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

職
場
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
送
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
は
、
同
僚
が

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
返
信
し

て
く
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

周
囲
の
寛
容
さ
に
感
謝
」

                     



                     

                     

                                          


